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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月2日(2020.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭部装着型結像システムであって、
　光ビームを生成するように構成された光源と、
　０．１～１．５ｍｍの厚さを有し、入射部分および出射部分を備える、光誘導光学要素
と
　を備え、
　前記光誘導光学要素は、前記光ビームの少なくとも一部を全内部反射によって伝搬する
ように構成され、
　前記光誘導光学要素の前記出射部分は、前記光の入射角に基づいて、選択的に、前記出
射部分に向けられた光が前記光誘導光学要素から出射することを可能にするように構成さ
れ、
　前記光誘導光学要素は、前記光誘導光学要素を通して、複数の焦点面への光の多重化を
可能にする、システム。
【請求項２】
　光ビームの一部は、少なくとも、前記光誘導光学要素または内部結合格子の厚さに基づ
いて、前記光誘導光学要素から出射するように選択される、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
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　頭部装着型結像システムであって、
　光ビームを生成するように構成された光源と、
　０．１～１．５ｍｍの厚さを有し、入射部分および出射部分を備える、光誘導光学要素
と
　を備え、
　前記光誘導光学要素は、前記光ビームの少なくとも一部を全内部反射によって伝搬する
ように構成され、
　前記光誘導光学要素の前記出射部分は、前記光の入射角に基づいて、選択的に、前記出
射部分に向けられた光が前記光誘導光学要素から出射することを可能にするように構成さ
れ、
　前記出射部分は、特定の深度平面に対応する外部結合格子を備える、システム。
【請求項４】
　光ビームの一部は、少なくとも、前記光誘導光学要素または内部結合格子の厚さに基づ
いて、前記光誘導光学要素から出射するように選択される、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　頭部装着型結像システムであって、
　光ビームを生成するように構成された光源と、
　０．１～１．５ｍｍの厚さを有し、入射部分および出射部分を備える、光誘導光学要素
と、
　前記光ビームが前記入射部分を通して前記光誘導光学要素に入射する前に、焦点のうち
の少なくとも１つを調節することによって、前記光ビームの曲率を調節するように構成さ
れている、可変焦点要素と
　を備え、
　前記光誘導光学要素は、前記光ビームの少なくとも一部を全内部反射によって伝搬する
ように構成され、
　前記光誘導光学要素の前記出射部分は、前記光の入射角に基づいて、選択的に、前記出
射部分に向けられた光が前記光誘導光学要素から出射することを可能にするように構成さ
れている、システム。
【請求項６】
　光ビームの一部は、少なくとも、前記光誘導光学要素または内部結合格子の厚さに基づ
いて、前記光誘導光学要素から出射するように選択される、請求項５に記載のシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の側面、目的、および利点のさらなる詳細は、以下の詳細な説明、図面、および
請求項に説明される。前述の発明の概要および以下の詳細な説明は両方とも、例示的およ
び説明的であって、本発明の範囲に関して限定することを意図するものではない。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　頭部装着型結像システムであって、
　光ビームを生成するように構成される光源と、
　厚さ０．１～１．５ｍｍを有し、入射部分および出射部分を備える光誘導光学要素と
　を備え、
　前記光誘導光学要素は、前記光ビームの少なくとも一部を全内部反射によって伝搬する
ように構成され、
　前記光誘導光学要素の出射部分は、前記光の入射角に基づいて、選択的に、前記出射部
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分に向けられた光が前記光誘導光学要素から出射することを可能にするように構成される
、
　頭部装着型結像システム。
（項目２）
　頭部装着型結像システムであって、
　光ビームを生成するように構成される光源と、
　厚さ０．１～１．５ｍｍを有し、入射部分および出射部分を備える光誘導光学要素と
　を備え、
　前記光誘導光学要素は、前記光ビームの少なくとも一部を全内部反射によって伝搬する
ように構成され、
　前記光誘導光学要素の出射部分は、前記光の波長に基づいて、選択的に、前記出射部分
に向けられた光が前記光誘導光学要素から出射することを可能にするように構成される、
　頭部装着型結像システム。
（項目３）
　頭部装着型結像システムであって、
　光ビームを生成するように構成される光源と、
　厚さ０．１～１．５ｍｍを有し、入射部分および出射部分を備える光誘導光学要素と
　を備え、
　前記光誘導光学要素は、前記光ビームの少なくとも一部を全内部反射によって伝搬する
ように構成され、
　前記光誘導光学要素の出射部分は、前記光の曲率半径に基づいて、選択的に、前記出射
部分に向けられた光が前記光誘導光学要素から出射することを可能にするように構成され
る、
　頭部装着型結像システム。
（項目４）
　前記光誘導光学要素は、前記光誘導光学要素を通して、複数の曲率半径を有する光の多
重化を可能にする、項目１－３のいずれかに記載のシステム。
（項目５）
　前記出射部分は、特定の深度平面に対応する外部結合格子を備える、項目１－３のいず
れかに記載のシステム。
（項目６）
　前記光ビームが前記入射部分を通して前記光誘導光学要素に入射する前に、焦点のうち
の少なくとも１つを調節することによって、前記光ビームの曲率を調節するように構成さ
れる、可変焦点要素をさらに備える、項目１－３のいずれかに記載のシステム。
（項目７）
　光ビームの一部は、少なくとも、前記光誘導光学要素または内部結合格子の厚さに基づ
いて、前記光誘導光学要素から出射するように選択される、項目１－３のいずれかに記載
のシステム。
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